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日本コンクリート製品フォーラム 2012 

プレキャスト進化論 
講
演 
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開催日■2012 年 5 月 16 日(水) 10 時～20 時 30 分 
会 場■グランドプリンスホテル新高輪 飛天 

品川駅から徒歩 5 分 TEL.03-3442-1111 

参加費■10,000 円 (当日精算) 

協 賛■ただいま募集中(裏面に前々回の協賛会社を記載) 

後 援■ただいま募集中(裏面に前回の後援団体を記載) 

主 催■日本コンクリート製品フォーラム実行委員会 
TEL/FAX.03-3438-8700  E-Mail jpcf.info@gmail.com 

 5 月 16 日(水) 5 月 17 日(木) 

9:00 受付開始 
各種団体 

理 事 会 、

総会 

   

各種団体総会 
9:30 開場 

10:00 

 

[講演] 藤井聡氏 
(京都大学大学院工学研究科教授)

防災･減災とプレキャスト製品 

12:00 休憩  

13:00 [PCa バトルロイヤル] ゲストスピーカー：交渉中 

プレキャスト製品が衰退する理由
わ け

 

 

18:00 休憩  

18:30 
20:30 グランドレセプション(大懇親会)   

※一部予定が変更になることがあります。あらかじめご了承ください。 
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業界初の[バトルロイヤル] 

ステージなし、パネラーなし、参加者全員に

発言のチャンスがある大討論会。今までのパ

ネルディスカッションやリレートークをさらに

深めるための新しい手法に挑戦します。 

学識経験者、行政 O.B.、ゼネコン O.B.、コン

サルタントなど、業界外の専門家をゲスト・ス

ピーカー(ただ今、交渉中)として招聘し、参加

者相互の討論を通して、「プレキャスト製品が

衰退する理由」を解明します。 

公共工事の減少以上に、プレキャスト製品

の使用量が減っているという現実。この崖っぷ

ち状態を直視して、その背景を解明し、必要な

戦略とアクションにつなげていこうと思いま

す。 

普段感じていること、業界に関するグチも大

歓迎。「俺にも言わせろ!!」という論客の登場を

期待しています。 

<テーマ> 

① 場所打ちと比べ PCa が不利な積算体系 

② PCa 活用による CO2削減、性能照査型設計

など PCa 業界共通の課題解決の遅れ 

③ マテリアル間競争への対応の立ち遅れ 

④ All PCa 組織の不在、既存組織の会計破綻 

⑤ 業界としてのロビー活動の不在 

東日本大震災から１年を迎えようとしていま

す。昨年の JPCF は当初予定していた 5 月に開催

することができず、「がんばろう日本、がんばろう

PCa」をテーマに 9 月に延期開催しました。 

PCa 製品を通じて復旧・復興に貢献たいと願

う我々の思いとは裏腹に、遅々として進まない復

旧、具体的な方向性が見えてこない復興事業に

苛立ちを感じている人は多いと思います。 

前回の JPCF では、「東日本大震災からの復

興」「ガレキ処理リサイクル材の PCa 製品への利

用」について有識者にご講演頂き、災害に強い国

土づくりという観点から「列島強靱化論―日本復

活5カ年計画」という壮大なビジョンを拝聴しまし

た。また、リレートークでは PCa 業界の抱える課

題と改善策を提示させていただきました。 

5 月時点での復旧・復興の状況は読めません

が、防災･減災の必要性についての国民の認識は

日々高まってきています。防災・減災にプレキャ

スト製品を有効活用してもらうために、我々PCa

業界の体制をどのように変えていけばよいのか

について、活発に意見を交わす場にしたいと思い

ます。 



JPCF2011(前回)のプレス協賛 

(株)公共事業通信社/週刊ブロック通信、(株)セメント新聞社、日刊建設通信新聞社、(株)日本水道新聞社/日本下水道新聞 (50音順) 

JPCF2011(前回)の後援団体/企業 

<５口> 

ＮＥＰ工業会、(一般社団)全国コンクリート製品協会、(社)全国宅地擁壁技術協会、テールアルメ・テクスパン会、ＹＡＣ
Ｓ工業会 

<３口> 

(NPO)九州コンクリート製品協会、ノスキッド仕上げ研究会 

<２口> 
全国省力化コンクリート製品協会 

<１口> 

あんしんバリアー工法研究会、ＳＰＣ工業会、円形水路協会、岡山県エココンクリート製品協同組合、沖縄県コンクリート二次製品協同組合、香川県土木コンクリート製品協会、鹿児島県

コンクリート製品協同組合、岐阜県コンクリート製品協同組合、熊本県コンクリート製品工業組合、ＫＬウォール協議会、高知県コンクリート製品工業組合、サンＫクリア工法研究会、滋賀

県リサイクル製品利用推進協議会、CB側溝工業会、(LLP)シグマベース、セーフティーロード工業会、全国ＦＫ式ハンドホール工業会、全国ゴールコン協会、全国コンクリート製品協会関西

支部、全国コンクリート製品協会中国支部、全国Pca創造開発交流会、全国ボックスウォール協会、東京都コンクリート製品協同組合、徳島県土木コンクリート製品協会、鳥取県コンクリ

ート製品協同組合、長野県コンクリート製品協同組合、(株)日栄商事、ハレーサルト工業会、東日本セメント製品工業組合、兵庫県コンクリート製品協同組合、北海道エコスラグコンクリ

ート製品協同組合、マルチスライド工業会、三重県ＰＣａ協会、山形県コンクリート製品工業組合、ロードプラス研究会、ロングＵ協会、ワイドウォール工法研究会 

JPCF2010(前々回)の協賛企業 

 プラチナ  

 
 
 
 

 ゴールド  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 シルバー  

 
 
 
 
 
 

 プロンズ  

旭建鉄株式会社、宇部三菱セメント株式会社、株式会社 セフティシステム、富国石油株式会社、株式会社 北斗型枠製作所、アサヒメッシュ産業株式会社、株式会

社 クリハラ、新貝工業株式会社、株式会社 トーアミ、日工株式会社、株式会社 フォーテック、株式会社 福井鉄工所、麻生ラファージュセメント株式会社、株式会社 

大塚商会、コバックス株式会社、株式会社 コンテック、株式会社 北川鉄工所、信越産業株式会社、住友セメントシステム開発株式会社、竹本油脂株式会社、株式

会社 テイビョウ、TCM 販売株式会社、東亜ケミカル株式会社、東邦工業ゴム株式会社、株式会社 トクヤマ、トヨタＬ＆Ｆ兵庫株式会社、日本シーカ株式会社、日本ス

プライススリーブ株式会社、早川ゴム株式会社、福岡金網工業株式会社、淀川製鋼株式会社、理系化学工業株式会社、ワールド保険グループ、全国マイ独楽工業会 

特定非営利活動法人(申請準備中) 日本コンクリート製品フォーラム の存在意義 

PCa業 界 は衰 退 一 直 線 、まさに崖 っぷち業 界 です。このままでは未 来 はありません。

PCa製 品 の認 知 度 を高 め、その社 会 的 価 値 をPRするとともに、PCa製 品 の優 位 性 を

社 会 にアピールすることに、Al l  Precastの立 場 から取 り組 むべきときがきています。 

PCa製 品 の信 頼 性 を保 証 できる技 術 的 規 準 づくりや、行 政 に対 してPCa製 品 の活

用 による社 会 的 価 値 の創 造 を提 案 するようなアクションが、PCa製 品 業 界 全 体 に共

通 する基 盤 を整 備 し、業 界 そのものの活 性 化 につながってくると思 います。 

 しかし、残 念 ながらPCa製 品 業 界 には、そういう役 割 を担 う団 体 は存 在 しませんし、

少 なくとも私 たちにそのような団 体 をつくる力 もありません。既 存 の団 体 の交 流 ・連

携 が、Al l  Precastへの道 を開 くと信 じ、私 たちは「中 間 支 援 組 織 」として、PCa製 品

業 界 の交 流 ・連 携 を促 進 し、業 界 のレベルアップと発 展 をはかることを目 的 として

活 動 しています。 

有限会社 インバクト 株式会社 オクト

京都ホイストサービス 相模メッシュ鋼業株式会社


